
 
 

 

☆実践報告  Classroom・Jamboard を使った４回生小論文授業☆  

使用機器：Chromebook（教員用・生徒用）  

 

概要：意見交換をしながら小論文を作成する授業  

 

クロームブックの役割：担当が小論文用の Classroom をグループの数だけ開設し（今回

は１２個）、クラスコードを生徒に伝えておきます。（誰と同じグ

ル ー プ か は 教 え て い ま せ ん ） Classroom に 課 題 の 説 明 と

Jamboard・document のシートを貼っておくことで、グループ

ごとに Jamboard で意見交換をしながら自分の考えを深め、

document に小論文を書いていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  

 ・document シートは「各生徒にコピーを配ります」を選択することで１人１人が自分

のデータとして管理・提出できるようにし、Jamboard は「生徒はファイルを編集可

能」を選択することでそのグループにいる生徒のみ付箋を貼ったりボードを見ること

ができます。  

 ・課題にはルーブリックも添付可能です。点数やコメントを付けることもできます。  
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・Jamboard をどのように使ったかを以下に載せます。  

 

○初めての Jamboard での議論。（課題は「医療訴訟や教育現場での管理責任について、

あなたの意見を述べなさい」）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２回目（課題は「筆者は『グライダーにエンジンを搭載するにはどうしたらいいのか。

学校も社会もそれを考える必要がある』と書いている。グライダーにエンジンを搭載す

るにはどうすればよいか、あなたの意見を述べなさい」）  

※筆者は文中で、「グライダー人間は言われた通りのことをするのが得意な人間」、飛行機

人間は「自分で考えて行動する人間」というようなことを述べている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果  

・対面できなくても、Jamboard を使ってコミュニケーションをとることができました。なか

なか面と向かって意見を言えないような生徒でも、意見を出しやすいというコメントが貼っ

てあったところもありました。  

・Jamboard を使った小論文授業を２回行っていますが、明らかに１回目よりも２回目の方が

生徒が慣れて活発な議論が起こっています。ルールを決めても最初は遊ぶ生徒も出るかもし

れませんが、回を重ねることで前期生も含めてとても良いコミュニケーションツールになる

と感じました。  

 

課題  

・実は１回目は、最後の１５分くらい Meet も使わせたのですが、相手の顔が見えるとそちら

がメインになってしまい、議論が止まってしまいました。同じ教室にいるので声も聴きづら

かったです。２回目は Jamboard のみでのコミュニケーションでしたが、十分議論できて

いたと思います。  

 

今後に向けて  

・Jamboard の使用回数を増やし、経験を積ませてさらに有意義な議論を生み出せるようにし

ていきたいと思います。  

 

・Meet を使ったコミュニケーションの可能性も探っていけたらと考えています。  


